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～アカデミー生の 1 年間総括～ 

〇感覚だけでやっていてできたつもりになっていた。ゲームの展開の予期予測ということが、意図や根拠をもって予期予測

ができるようになってきた（もちろん、まだまだ改善すべきところはある）。 

 

〇高校卒業して、割当させてもらえる試合のカテゴリーやレベルが上がりさらにアカデミー活動で毎月日々強化していた

だいている。ただ、そんな充実させていただいている中、自分の「甘え」が多すぎると振り返ると強く感じる。２年目は１年目

の過ちを２度繰り返さないように肝に銘じて己に厳しく、日常を変え、継続しないといけない。 

 

〇プレゼンやディスカッションの部分では、周りと意見が違ったときに不安になることがあり、正解しなければならないと感

じていましたが、今年は、自分の意見を明確に伝えられるようにしていきます。レフェリングの部分では、試合のスピード感

が速いことに対して対応するために、常に状況を把握・予測しなければならないことや、フィットネスの部分でまだまだ足り

てないことを痛感しました。競技規則テストやフィットネスでは、未熟な部分が多いので、日頃から競技規則を覚えること、

トレーニングすることは怠らず続けていきます。 

 

～アカデミーインストラクターより～ 

4 期生の 1 年目が終わり、最終の 2 年目がスタートします。個性溢れるアカデミー生 5 名はお互いに切

磋琢磨しながら少しずつ成長しています。4 月にスタートしたときの 5 原則『時間厳守・約束厳守・嘘、言

い訳をすべからず・謙虚であるべし・積極的姿勢であるべし』を再度肝に銘じ、最後の１年を迎えてもら

いたいと思います。前進あるのみ！ 


